
【担当省庁：国土交通省、観光庁】

■全ての地域で観光入込客数・観光消費額が前年を上回っている状況

■京都府内のホテル、旅館等は京都市内に集中している（H27年度末）

■ビジネス・シティホテルの稼働率が８割を超え、旅館は余裕がある
（観光庁 宿泊旅行統計調査）
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▶ 旅館については、日本らしい宿泊施設として、外国人からも人気がある一方で、プライ
  バシーや慣習の面から外国人が受け入れがたい側面もあり、稼働率には余裕があるのが
  現状
▶ そのため、旅館の魅力を広くＰＲしつつ、旅館においても、外国人観光客に合わせた大
  部屋の個室化等の取組を行い、稼働率を上げていくことが重要
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2　旅館の活用促進
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　宿泊施設の建設がさらに進むよう、一定規模以上の客室を有する

高いインバウンド機能、大会議場などのコンベンション機能を有す

る宿泊施設の整備について、民間投資促進に向けた支援制度を拡充

していただきたい。

　東京、大阪、京都などのホテルの稼働率が８割を超える状況が続

く中、訪日外国人観光客4,000万人を迎えるためには、宿泊施設の確

保が大きな課題

　「明日の日本を支える観光ビジョン」には、「まちづくりファン

ド」を活用した古民家の宿泊施設へリノベーションなどが盛り込ま

れている。

　そうしたものに加え、旅館の良さを残した大部屋やホールの客室

へのリノベーション、トイレの改修、外国語案内表記、無料無線Ｌ

ＡＮの設置などが必要。

　ついては「宿泊施設インバウンド対応支援事業」を支援規模の拡

大とともに、要件を緩和し宿泊事業者がより活用しやすい制度とし

ていただきたい。
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